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「お前、生まれてこなきゃよかったよな」 
「お前なんて死んじまえ。お前なんて、どうでもいいものだ。死ね」・・・誰がこんなに酷

い言葉を口にするのでしょう。しかも子供に・・・ 
 私は今とても幸せです。親に愛され素敵な友達に囲まれ、とても幸せです。今というよ

り生まれてから今までずっと幸せです。しかし幸せではない子供がいます。「早く自分の親

と離れたい。」そう思っている子供が世界中に何千人も・・・いや、もっともっと数え切れ

ない程いるでしょう。親が子供に残虐な行為をする事を「虐待」と言います。 
 親はなぜ我が子を傷めつけようとするのでしょうか？親に反抗しても何倍にもなって返

ってくるだけです。 
 私は今までに何冊も虐待の本を読みました、もちろんの事ですが、それらは全部、実話

でした。同じ地球に住んでいるのに、どうしてそこまで不幸な人がいるのでしょうか。そ

れって実に不公平な事です。一体いつになったら世界中が幸せになれるのでしょう。 
 デイヴ・ペルザーさんという人の幼少時代を書きつづった「Ｉｔと呼ばれた子」という

本があります。この本を読んだ時「虐待ってこんなにひどいことをするのか！」と怒りと

悲しみが心の奥から込み上げてきました。私の友達も「あの本はヤバいって！ありえない

もん」と口をそろえて言います。そのありえない本は本当に本当に惨いのです。 
 「母さんは僕の腕をがっちりつかみ、オレンジとブルーの炎に突っこんだ。焼かれてい

る腕から焦げるにおいがする」これは「Ｉｔと呼ばれた子」のある一コマです。この場面

を読んだ私の目には涙があふれ出てきて止まる事はありませんでした。こんなに酷いなん

て思いもしなかったから・・・ 
 虐待の事件をテレビなどで取り上げたりすると「子供が弱いんだよ！それに虐待される

様な事したんだろ！虐待なんて大ゲサなんだよな！」こんな事を言う人達がいます。やら

れた本人が、これは虐待だと感じたら、それは虐待とみなされるのです。それに、もし自

分の子供が虐待に遭ったとしたらあんな酷い言葉は口から出ないハズだ。他人事だと思っ

ている人達が一番酷い。子供を全て受け止め癒してくれる人々もいるのに、子供の事を、

子供の存在全ても何もかも否定する人がいる。もっともっと子供の事を愛して下さい。自

分の子供だけでなく全ての子供に愛を下さい。子供だって生きる権利があるんだし幸せに

なる権利だってある。でも、その可能性を壊して酷い事を言う人達がいるのです。 
 虐待にも種類があって肉体的、精神的、性的・・・など他にもいろいろありますが虐待

された子供なんていうのは当然毎日の様に同じ服を着せられるでしょう。そうすれば当た

り前の様に学校の友達は「不潔、キモい、近寄るな」と悪口を言い、やがていじめへとエ

スカレートしていくかもしれません。虐待される家、いじめられる学校・・・そんな人生

どこが楽しいと言えるでしょうか？学校でいじめられてしまった時家に帰れば優しくて暖



かい家族が待っているというのが普通でしょう。しかし家が暖かくなく虐待される。虐待

一つで家も学校も両方。そしてしまいには何もかもが嫌でしょうがない。こんなに弱い自

分が嫌だ。嫌いだ。お母さん。お願いだから許して。何でもするから・・・・こんな状態

の子供達が世界中に数え切れない程いるのです。考えられますか？私には信じられない事

だと思うのです。だって自分の親に自分の身も心もボロボロにされてしまうのですから。 
 世の中には「虐待」についてテレビや事件として取り上げていますが、そんなのはほん

のごく一部です。もっと酷いことをする人や外では優しそうにしていても子供と二人きり

になると天使から悪魔へ変わる人がいるのです。そんな親、私は絶対に許せません。虐待

をする親って一体何を考えているのだろう？自分の子供を可愛いと思う事は出来ないので

しょうか？そして、その親の子供への考え方を変える方法はないのでしょうか？ 
 私には将来の夢があります。それは心理学者というすばらしい仕事につくことです。私

が心理学者になったら子供に虐待をしている親の考えや心を更生し、また子供達の心の傷

を癒して楽にしてあげたい。なぜなら世界中を平和にしてあげたいし辛い現実から抜け出

したい人を助けてあげたい。私がこの手で「虐待」という言葉を撲滅させたい。この痛々

しい言葉がある限り世界中が平和になるとは誓えないと考えるからです。どんなに遅くて

もいいから私が世界を平和にさせたい。「虐待」をなくしたい。一日でも一秒でも速く世界

中の子供達に笑顔があふれる様願います。だからお願い。お腹を殴らないで。顔を蹴らな

いで。殺すなんて絶対に言わないで！私には親が必要です。それと同様に子供は親が必要

なんだから、もっと優しくして暖かい愛情で包んであげて。どんなに悪い子だって幸せに

生きる権利があるんだから。どうか子供達に愛を下さい。 
 
 


